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研究成果の概要（和文）：　学校インターンシップへの参加を通した学生の成長を検証した本研究では、学生が大学で
学ぶ知識（「学問知」と呼ぶ）を、社会実践の現場で蓄積される知識（「実践知」と呼ぶ）と関連づけることで、社会
実践と結びついた独自の解釈を行える能力育成のための教育実践のあり方について検証を行った。分析の結果，インタ
ーンシップ経験には、両知見を生産的に結びつける「共創的越境」と呼ぶ交流に参与する能力を促進する効果があると
認められた。さらに，この共創的越境を学生が持続的に実現し得る能力を育成するための，大学における教育プログラ
ムの開発・実施も行った。

研究成果の概要（英文）：  This study investigated the effects of internships on students' ability to integ
rate academic concepts learned in universities with practical applications, focusing especially on so-call
ed "school internships" that allow students in teacher-training courses to teach elementary school pupils 
and junior high school students. The results showed that students who participated in internships were abl
e to connect the concrete practical knowledge acquired during internships with academic ideas, and that th
is integration produced original understandings of psychological and pedagogical concepts. I called this p
rocess "co-creative boundary crossing", and developed effective educational programs to promote the abilit
y of university students to continuously engage in it.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 就労現場の分業化・国際化が進む昨今、異
なる活動文脈を背景とする人々に対し、自分
の知る専門知識を的確に伝え、彼らの疑問に
答えることができる等の知的な異文脈間交
流への参加を可能とする能力の重要性が高
まっている。そして多くの労働者を輩出する
大学教育には、この種の能力の育成が、これ
まで以上に求められてきている。 
 しかしこのような知的交流を実現するこ
とは、現状では、学生にとって困難ともされ
る(Korthagen, 2001; 田島, 2009)。そのこ
とは、大学で学ぶ知識（以下「学問知」と呼
ぶ）と、学外の社会実践の現場で経験的に蓄
積される知識（以下「実践知」と呼ぶ）が多
くの学生の学びにおいて断絶する傾向にも
現れている。また田島は、多くの学生が自分
の知る知識を、異なる活動文脈を背景とする
他者に対し論理的に説明することができな
い傾向にあるという現象を捉え、これを「分
かったつもり」と呼んだ。 
 この問題を解消する上で、学生が学外の社
会実践の現場に赴く「インターンシップ」は
有効な教育支援プログラムになると考えら
れる（田島, 2014）。この種の研修への参加を
通し学生達は、自分の知識を媒介として、異
なる活動文脈を背景とする他者と交流を行
う経験を経ることができる。またそれだけで
はなく、その経験を活かし、さらに大学にお
ける学習をみつめなおすことができる。以上
の活動を通し、学生達の学問知学習は大学文
脈に閉じた、いわば分かったつもりの状態に
とどまることなく、広く社会実践にひらかれ
たものになることが期待されるのである。特
に教員をめざす学生が小中高校に赴くイン
ターンシップ（以下「学校インターンシップ」
と呼ぶ）は、大学教育との整合性の高い研修
として評価されている。そのため、本研究で
は学校インターンシップに分析の焦点を合
わせた。 
 一方で、学校インターンシップ実践の効果
を検証した従来の研究には、異なる活動文脈
を背景とする他者との相互交流能力を軸と
した参加学生の成長に関して直接的な検証
を行ったものはない。さらに、研修の効果を
フォローアップするための大学教育そのも
のの検証を行う動きも緩慢であり、本研究で
着目する、学生達の異文脈間交流の能力を促
進するための、大学内における学問知教育の
方法に関する具体的な検証研究もない。 
 以上にあげた研究テーマに取り組むこと
は、冒頭にあげた社会的要請に応え得る大学
教育のあり方について、具体的な実践モデル
をともなう提言を行うことができるという
点で意義があると考えられる。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では、上述の問題意識に基づき、学

校インターンシップを軸とした教育実践を
主な分析対象とし、学生が自分の知る知識を
介して、異なる活動文脈を背景とする他者と
の生産的な交流に参与できる能力の促進を
支援し得る教育支援のあり方を探ることを
目的とする。具体的には、以下の三つの観点
から検証を行う。 
 第一に、学校インターンシップへの参加を
通した学生の成長モデルを構築するための
理論研究を行う。高等教育に関する従来の理
論研究をレビューした上で、学生の成長像に
関するモデル概念を提案する。 
 第二に、学校インターンシップへの参加を
通した学生の成長について実証的に検証す
る。研修現場において児童・生徒達へ自身の
知識を教授する言語活動に焦点を合わせ、研
修への参加を通した学生の成長過程を明ら
かにする。 
 第三に、以上の検証作業を通して明らかと
なった学生の成長を、大学内においても促進
し得る授業のあり方を探る。学生の実践知を
活かした学問知の教育方法について、実験的
な授業プログラムを開発・実施することで検
証する。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究では、目的において述べた観点を背
景として、以下の研究プロジェクトを企画し、
検証を行う。 
 
（1）学生の成長モデルの提案（理論研究） 
 教育実践分析において多く引用されるヴ
ィゴツキー, L.S.の教育論およびバフチン, 
M.M.の対話論、フレイレ, P.の批判的リテラ
シー論を中心に参照する。さらに社会実践現
場における有用な思考スタイルをモデル化
した「実践/行為の中の省察論(Schön, 1983)」
および「リアリスティック・アプローチ論
(Korthagen, 2001)」、「活動システム論
(Engeström, 2001)」の理論的知見も参照し、
本研究における学生の成長像を概念化する。 
 
（2）研修参加学生の成長過程の検証 
 学校インターンシップの研修に参加する
学生を対象にした以下の検証を行う。 
①フィールドワーク調査 
 学校インターンシップへの参加学生を調
査協力者とした、研修中の言語活動をビデオ
カメラ・フィールドノーツにより記録したフ
ィールドワークデータの分析を行う。研修内
容は、公立中学校の補習授業における数学の
個別指導である。本調査の調査協力者にはイ
ンターンシップ未経験者と経験者を含み、研
修開始時期における両者の言語活動の違い
および、研修への参加を通した両者の時系列
的変化を比較し、学校インターンシップの教
育効果を検証する。 
 さらに研修先の中学校と共同で、インター
ン学生の活動を活かした教育実践プログラ



ムも企画・実施し、その効果を検証する。 
②インタビュー調査 
 学校インターンシップに参加した学生を
対象に、研修への参加を通した自身の成長に
ついて聞き取るインタビュー調査を実施す
る。①のフィールドワーク時に、参加学生を
調査協力者として研修実施前後に聞き取り
調査を行ったデータ、フィールドワークが完
了して 1年後、同じ調査協力者を対象に研修
参加のその後の効果について聞き取るデー
タを主要な分析対象とする。さらに、研修先
の学校関係者（学校長・研修担当教員・生徒）
を対象に、学生の変化について聞き取る補足
調査も実施する。 
③質問紙調査 
 学校インターンシップの参加経験者およ
び未経験者を対象に、研修の効果を検討する
質問紙調査を行う。本調査では、インターン
シップの学習効果を検討するため、調査協力
者に対し、生徒指導上の問題を抱える支援困
難な児童・生徒への介入について、異なる見
解をもつ関係者との協議を行うことを想定
したレポート課題に回答するよう求める。異
なる活動文脈を背景とし、連携困難な当事者
との交渉という異文脈間交流の参加可能性
をいかに調査協力者が見出すのかを検証す
るのが目的であり、参加経験者と未経験者と
の間の反応の違いを統計的に検証すること
で、インターンシップの学習効果を客観的に
分析できると考える。 
 
（3）大学における教育実践の改革検証 
 学校インターンシップを対象に実施した
本研究の知見をもとに、学外で学生が得る実
践知の観点を活かした、大学における学問知
の教育方法の開発を行う。 
①予備調査 
 教職課程の履修学生を対象に、予備的な質
問紙調査を実施する。 
②授業プログラム開発および実施 
 これまでに得られた研究知見をもとに、20
名程度の履修者を想定した授業プログラム
を開発する。また調査者が担当する授業にお
いて、このプログラムにもとづいた実践を実
施し、その効果を検証する。授業活動はビデ
オカメラにより記録し、分析に使用する。 
 
４．研究成果 
 
 本項では、方法において述べた研究プロジ
ェクトごとに、成果についてまとめる。 
 
（1）学生の成長モデルの提案（理論研究） 
 学校インターンシップへの参加を通した
学生の成長像に関するモデル概念の創出を
行うため、インターンシップ実践の諸問題に
関連する理論的・実証的な先行研究のレビュ
ーを行った。その結果、異なる活動文脈を背
景 と す る 他 者 と の 異 文 脈 間 交 流
（Engeström(2001)にならい「越境」と呼ぶ）

の、共同作業の生産性の観点からみた質の違
いを明らかにすることが重要であるとの結
論に達し、その違いを、聞き手の視点に対す
る話し手の態度（相手の視点を尊重する程度）
の違いから分類・モデル化した。そしてこの
観点から、本研究における学生の成長を捉え
ることにした。 
 以上の越境の質は、a.自分の意見と他者の
意見を接続することに関心を払わない交流
（以下「無相関的越境」と呼ぶ）、b.自分の
意見に固執し、他者の意見を無効化しようと
する交流（以下「包摂的越境」と呼ぶ）、c.
自分と他者の両観点を活かし、新たな見解の
創出に努めようとする交流（以下「共創的越
境」と呼ぶ）にモデル化できた。そして先行
研究のレビューより、生産性がもっとも高い
のは、共創的越境になると結論づけた。 
 その上で、学校インターンシップへの参加
を通した学生の成長を、他者との交流が無相
関的ないし包摂的越境から共創的越境にな
ることとして捉えた。また冒頭で紹介した分
かったつもりとは、学生らが越境に際し、無
相関的ないし包摂的水準にとどまっている
ことを示す現象として解釈した。 
 さらにヴィゴツキーの教育理論を参照し、
大学で学ぶ学問知のメリットとして、複数の
具体事例・経験を抽象化・体系化して整理し
できることと捉えた。つまり学問知には、
様々な実践文脈で個々に蓄積される複数の
実践知を総括し、相互の比較検証を可能とす
る機能が認められるということである。した
がって学生がこの学問知を実践知と関連づ
けるということは、単に、大学文脈と学外の
実践現場を知的に往復するにとどまらず、彼
らが個々別々の活動文脈において得た実践
知を比較検証することを通し、異文脈を背景
とする者同士との生産的な交流（共創的越境）
を促進する可能性を高めるのである。 
 
（2）研修参加学生の成長過程の検証 
①フィールドワーク調査 
 研究協力校である中学校に派遣された2名
の学生を対象としたフィールドワークデー
タを分析した結果、研修初日においては、イ
ンターンシップ経験者と比較して未経験者
は、生徒達の学習文脈を十分に考慮した教材
説明を行うことができず、自分が知る情報の
一方的な提示を行う（無相関的・包摂的越境）
傾向にあることが分かった。しかし研修最終
日においては、経験者・未経験者ともに、生
徒達の学習文脈を考慮した教授活動（共創的
越境）を行えるようになった。この傾向は、
学生-生徒間の交流事例の分析だけではなく、
彼らが生徒に対して行った教授言語を分
類・集計したデータを対象とした統計分析に
よっても確認された。 
 また以上の特徴は、概ね、研修先の中学校
と共同でインターン学生の活動を活かした
教育プログラム実践においても確認された。
さらに、この学生の成長は研修先の生徒達に



も影響を与え、学生の教授言語をモデルとし、
生徒間の話し合いにおいて、相手に伝わる言
語を探るようになったことが、生徒間の交流
事例や該当の生徒に対するインタビューか
ら明らかになった。 
 以上の分析から、学生らは学校インターン
シップへの参加を通し、生徒との交流を、無
相関的ないし包摂的越境から共創的越境へ
と変化させたことが明らかになった。さらに
学生らの越境に対する共創的態度は、研修校
の生徒達にも伝播した可能性が示唆された。 
②インタビュー調査 
 ①のフィールドワークの協力者に対し実
施したインタビュー調査では、インターンシ
ップ経験者・未経験者ともに、研修中の生徒
との越境に際し、生徒達が十分に理解できる
と思われる説明を行うために、彼らの学習文
脈を予想し、事例やたとえを活用するよう配
慮していたと報告した。ただし未経験者にと
って、研修当初は生徒達の学習文脈を尊重す
ることは困難であり、上記のような配慮をと
もなう越境ができるようになるには時間が
必要であったことも分かった。また経験者は
研修が進むに従い、生徒達自身の考察を深め
るためにあえて説明しないなど、生徒達との
相互交流のなかで自らの教授言語を調節す
るようになったことを報告した。 
 さらに以上の越境に際し、経験者・未経験
者ともに、大学において学んだ学問知の観点
が役立ったとする報告を行った。生徒指導
論・教育心理学等の理論を意識し、抽象的（メ
タ的）視点から、関連する学術的データと現
在の実践行為を比較することで、自身の行動
をモニターするのに役立てたということで
ある。また生徒達との交流経験から得られた
実践知の価値を客観的に評価できるものと
して、新たな学問知学習への動機づけを高め、
大学において、自主的な実践研究を進めてい
たことも報告もされた。 
 インターンシップ受入校の学校長・担当教
員へのインタビューからも、学生らの越境に
みられる共創的傾向が確認された。さらに、
学生らの活動に刺激され、現職の教員の中に、
教授活動をより生徒達の文脈を考慮したも
のへ変化した者がいたことも報告された。 
 以上の分析から、学生らの越境に向かう態
度を共創的にしていく学校インターンシッ
プの効果が確認できた。さらにこの共創性は、
研修校の教員にも伝播した可能性が示唆さ
れた。そして学問知の観点がこの成長を支え
ていた可能性、また研修中に得た実践知を越
境的に評価する視点として、学問知学習の意
義づけがなされた可能性も示唆された。 
③質問紙調査 
 本調査で使用する質問紙の主要箇所は、不
登校児童・生徒の事例提示を行った上で、a.
この児童・生徒に対する支援の見立てを選択
するページ、b.この選択肢とは異なる意見を
持つ関係者の意見を提示し、この関係者に対
し自説の正当性を説明する小レポートを執

筆するページから構成された。学校インター
ンシップの参加経験者 27 名・未経験者 13 名
を調査協力者として実施した。統計分析の結
果、経験者は未経験者と比較し、自説を一方
的に主張するのではなく、相手の主張の妥当
な要素を認めつつ、相互の立場からみて納得
できる解決策を模索する（共創的越境の特徴）
傾向がみられることが明らかになった。調査
協力者らが実践現場で出会う様々な人々の
生産的な意見交渉を可能とする力を、インタ
ーンシップへの参加を通して身につけつつ
あることを示すデータとして解釈した。 
 
（3）大学における教育実践の改革検証 
①予備調査 
 教職課程設置の講義（履修者 55 名）にお
いて、講義で学んだ学問知の観点から、学校
現場においてみられる生徒指導上の問題の
解決を試みるよう求めるレポートを設定し
た。分析の結果、具体的な問題解決の方法に
関する記述にとどまる者、もしくは抽象的な
学問知の記述にとどまる者が多くみられる
ことが分かった。学校インターンシップへの
参加を通して達成されると考えられる、学問
知と実践知の相互参照を通した共創的越境
力の獲得を学内において支援することは、従
来型の講義を行う限り、限界があることが示
唆された。 
②授業プログラム開発および実施 
 予備調査の結果を受け、またアクティブラ
ーニング（溝上, 2007）の実践事例を参考に
して、学生の共創的越境力育成を目指した授
業プログラムを開発した。そして 10月〜2 月
にかけ、研究代表者が担当する心理学講義
（履修者 14 名）において実施した。本授業
では、特定の教育心理学的テーマについて、
受講生自身が指定図書を足がかりに調査を
進め、他の受講者にその成果を解説する活動
を設定した。 
 この活動では、課題となる学問知の情報に
ついて単にまとめるだけではなく、テーマに
関連し、具体的な社会問題について調査し、
学問知の観点から解釈する「事例分析」を行
うよう指示した。すなわち、学生が学外で実
際に見聞・経験する中で得た実践知と、課題
となる学問知との接続を行うよう求めたの
である。また発表者以外の履修者には、発表
内容を注意深く傾聴し、授業文脈とは異なる
活動文脈を背景とする他者の立場から質問
を行うよう求めた。すなわち、教室内におい
て越境的交流が導入されるよう働きかけた
のである。本実践ではこの質疑応答を重視し、
授業開始時期には、実際に授業者が質問モデ
ルを履修者に対して提示する指導も行った。 
 授業開始当初は、発表内容における事例研
究の分析が不十分なものが多く観察された。
また聞き手からの質問に対する応答も、質問
の意図を十分に読み取ることができず、一方
的な説明に終始するか、回答を回避する傾向
がみられた。さらにその質疑応答の内容も、



実践的・具体的な内容、もしくは抽象的な内
容に偏り、学問知と実践知が接続されない傾
向にあった。 
 しかし発表を重ねるごとに、発表者による
事例研究は、聞き手が重視する実践知の観点
を十分に取り入れた学問知解釈へと発展し
た。またそれに従い、発表者と聞き手との間
の質疑応答も十分に相互の意図をくみ、新た
な見解を創出できるものになっていった。さ
らにその質疑応答の内容も、学問知を介して
複数の実践知を相互比較するものへと変化
していった。すなわち本授業への参加を通し、
履修者らの越境に向かう態度は、無相関的な
いし包摂的なものから、共創的なものへと変
化した。 
 さらに以上の交流を促進する上で、カウン
セリング実践の中で開発された傾聴技術を
教員が身につけ、学生達に働きかけることが、
持続的な共創的越境を可能とする雰囲気を
構築する上で有効であることも確認できた。 
 以上の分析より、大学内で実施する授業に
おいても、学生達が参与する複数の活動文脈
における実践知を統合し、学問知を介した共
創的越境を促進することは可能であること
が示された。本授業の方法は、学問知のメリ
ットを活かし、異文脈間交流への参加能力を
促進する学校インターンシップの研修効果
を、より強力にフォローアップ教育として活
用可能なものと考えている。 
 今後は、より多くの履修者を対象とした講
義においても、同様の効果を促進できる教育
方法の開発を進めていく必要があると考え
ている。 
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